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カスタマーハラスメントに対する基本方針 

株式会社ボイス 

代表取締役社長 的場彩香 

 

株式会社ボイスは、ビルメンテナンス業務を通じてお客様に快適環境と安心・安全を提供しております。

「事業活動を通じて、社会に貢献していく」という経営理念の下、そのような業務を実施する上で、お

客様からのご意見やご要望を真摯に受け止め、適切に対応するように努めます。 

一方で、お客様と従業員の安心・安全を確保するため、他のお客様や従業員を脅かす行為には、改正労

働施策総合推進法（令和 7年法律第 63号）第 33条及び同条に基づく指針を踏まえ、状況に応じて必要

な専門機関・公的機関と連携の上、組織的対応を行います。 

 

1．当社におけるカスタマーハラスメントの定義 

①顧客等（顧客、取引先、施設利用者等）の言動であって、②その雇用する労働者が従事する業務の

性質その他の事情に照らして社会通念上許容される範囲を超えたものにより、③労働者の就業環境が

害されるものを「カスタマーハラスメント」と定義します。 

 

2．カスタマーハラスメントに該当する行為 

①身体的な攻撃（暴行、傷害） 

②精神的な攻撃（脅迫、中傷、名誉棄損、侮辱、暴言） 

③威圧的な言動、土下座の要求 

④拘束的な行動（不退去、居座り、監禁） 

⑤合理的な理由のない金銭補償や謝罪、時間外対応の要求 

⑥継続的に繰り返される執拗な言動 

⑦写真撮影、SNS やインターネットへの投稿 

⑧差別的、性的な言動によるハラスメント行為 

⑨従業員個人への攻撃、要求、プライバシー侵害行為 

⑩その他悪質なクレーム、著しい迷惑行為 

※上記は例示であり、これらに限られるものではありません。 

 

3．カスタマーハラスメントへの対応 

①カスタマーハラスメントに関する相談窓口を設置します。 

②カスタマーハラスメントとみられる事案が発生した場合、事実関係を確認します。 

③カスタマーハラスメントがあった場合は、必要に応じてお取引をお断りすることがあります。 

④カスタマーハラスメントに対しては、適切な対応を行うために警察や弁護士など外部専門家に協力

を仰ぐことがあります。 

 

4．事実確認等の対応について 

他社様より、当社従業員の言動に関する事実確認等へのご協力を依頼された場合には、誠実に対応い
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たします。また、これに協力した従業員に対し、不利益な取扱いは行いません。 

 

5．当社における取り組み 

①カスタマーハラスメントへの基本方針を明確化し、職員への周知・啓発を行います。 

②カスタマーハラスメントに関する相談窓口を設置し、適切に対応するための体制を整備します。 

③カスタマーハラスメントの被害にあった従業員のケアに努めます。 

④カスタマーハラスメントがあった場合、再発防止に向けて、事案分析や対応方の見直しを行います。 

⑤カスタマーハラスメントに関する相談・事実確認への協力を理由として、従業員に不利益な取扱い

は行いません。また、相談者・関係者のプライバシー保護に配慮します。 

 

6．カスタマーハラスメントに対する基本方針に関する問合せ先 

相談窓口：総務人事課 

電話番号：045-662-8611 

E-Mail:honsha@bois.co.jp 

以上 
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